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　現代の剣道は，古流剣術のもつ伝統的側面，すな
わち日本刀の操作を前提とする概念を一部にもち，
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それに付随する精神性などを継承している一方で，
実際行われている技術は，古流のそれとは大きく異
なる運動形態を有しており，そのことが現代剣道の
ルールの解釈や運用に際して，いくつかの矛盾や混
乱をもたらしている。
　このことは，近世中・後期において，剣術の技術
に伝統的技術（日本刀の操作を前提とする古流的技
術）と競技的技術（スポーツ的技術）との2分化が
始まったことに起因している。筆者はこれまでにも，
この2分化過程を明らかにすることにより，現代剣
道におけるルールのあり方や技術観に対して指標と
なるものを提示することを目的として，いくつかの
研究を行ってきた。
　これまでの研究においては，2分化過程の中でも
とくに「足遣い（フットワーク）」を主題として考察
を進めてきており，そこでは近世後期における「送
り足」の多用化と，近代の剣道基本教授法確立期に
おける「踏み込み足・飛び込み技」の認知・一般化
との2点を，それまでの古流剣術にみられなかった
大きな技術変容として提示することができた。
　本研究においては，このなかの「踏み込み足・飛
び込み技」の認知・一般化の要因を，近世後期から
顕著となる「面技」重視の傾向のなかにとらえ，そ
れらの傾向と打突部位選定過程との関連から分析を
進めているが，現在までに以下のことについて明ら
かにすることができた。
　近代における「踏み込み足・飛び込み技」の認知・
一般化の背景には，近代の剣道試合において「面技」，
なかでも「飛び込み面」が他の技（小手，胴，突）
に比して重視されていたことがあげられる。この面
技重視の下地となったものは，武徳会剣道主任教
授・内藤高治に代表される「難度の高い面技を，体
を惜しまず身を捨てて打ち込む」という修行方法論
であり，その原型は幕末期の幕府講武所頭取・窪田
清音の著作や他の剣術書においても認められた。
　すなわち，幕末期すでに剣術は，それまでの古流
剣術にみられた日本刀の操作を前提とした伝統的技
術とは別に，防具を着けた状態で，むしろ打突しに
くい部分を選んで打突しあい，そのためには日本刀
の操作法からは逸脱した技術も許容するという，「競
技的特性」を内包していたのである。
